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データ活用ならマクロミル。データでひも解く最新トレンド情報をお届け！

速報！2022年 会社員の夏休み調査

予算大幅アップの“外で過ごす2022年夏休み”、

屋外でのマスクは“外したくても外せない”が5割強、熱中症リスクに懸念

1.   夏休み取得率は78.7％、タイミングは「お盆」が半数強。コロナ影響はなく安定取得

2.   連休日数は平均6.0連休。しかし、理想は8.2連休

3.   夏休み予算は平均48,706円。昨年より6,609円増でコロナ前の水準に回復

4.   “外で過ごす夏休み”、「おでかけ・旅行」が48.1％で、昨年より15.4ポイント上昇

5.   夏場の屋外でのマスク、「外したくても外せない」が5割強。熱中症リスクに懸念

トピックス

1

株式会社マクロミル（本社：東京都港区、代表執行役社長グローバルCEO：佐々木徹）は、データでひも解く最新トレンド情報をニュー

スレターとしてお届けしています。今回のテーマは「会社員の夏休み」！

観測史上最速の梅雨明けとなった2022年。夏休みの具体的な予定を例年より早く考え始める方もいる

かもしれません。また、6月末からの猛暑続きで、厚生労働省をはじめ各所から熱中症予防が呼びか

けられる中、Withコロナの“夏のマスク着用”についてはどのように考えられているのでしょうか。

調査は、全国20～59歳の会社員1,000名を対象にインターネットリサーチで実施。働き方が多様化す

る会社員の夏季休暇の取得状況や、休み中の過ごし方、消費予定金額から、今年のトレンドまで、会

社員の夏休み事情を幅広く調査しました。

1. 夏休み取得率は78.7％、タイミングは「お盆」が半数強。コロナ影響はなく安定取得

会社員の夏休み取得率は78.7％で、取得のタイミ

ングは「お盆」が55.7％、「お盆外の８月」が

7.9％、「7月」と「9月」がそれぞれ約4％でした。

なお、このスコアは、昨年や、新型コロナ感染拡

大前の2019年の同調査と比較しても同じ傾向でし

た。新型コロナウイルス感染拡大という非常事態

によって社会や経済が大きく変動しましたが、会

社員の夏季休暇の取得傾向は一定で、安定してい

たことがわかります。 会社員の夏休み有無と、夏休みの時期
ベース：会社員1,000名／複数回答
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2. 連休日数は平均6.0連休。しかし、理想は8.2連休

連休日数を尋ねると、最多は「5日」で２割、「3日～5日」がボリュームゾーンで

4割を占めます。また、「9連休」「10連休以上」と長めのお休みを取得する方も2

割います。1人あたりの平均を算出すると、「6.0連休」でした。

では、夏休みは何連休が理想なのでしょうか。ホンネを尋ねてみたところ、理想平

均は「8.2連休」で、理想と現実の間には2.2日の差があることがわかりました。

会社員の夏休み 連休日数
ベース：夏休み取得が決

定している会社員
647名

会社員の夏休み 連休日数の「理想と現実」（平均）
ベース：夏休み取得が決定している会社員647名

3.  夏休み予算は平均48,706円。昨年より6,609円増でコロナ前の水準に回復

原材料の価格高騰や円安による値上げラッシュが続いています。家計が圧迫される中、今年の夏休みに、会社員はどのくらいの予算を組ん

でいるのでしょうか。夏休み取得が決定している会社員に尋ねたところ、一世帯の平均は48,706円で、昨年の42,097円に比べて6,609円増

となりました。2019年は平均48,977円だったため、新型コロナウイルス感染拡大前の水準まで回復したことがわかります。

4.  “外で過ごす夏休み”、「おでかけ・旅行」が48.1％で、昨年より15.4ポイント上昇

夏休みの外出については、「おでかけ・旅行」が48.1％で、昨年の32.7％よりも15.4ポイントも上昇しました。さらに、新型コロナウイル

ス感染拡大前の2019年の46.0％よりも2.1ポイント上回っています。今年は、“外で過ごす夏休み”になりそうです。

会社員の夏休み 「おでかけ・旅行」の予定率
ベース：夏休み取得が決定している会社員647名

会社員の夏休み 「おでかけ・旅行」の内訳
ベース：夏休みに「おでかけ・旅行」を
予定している会社員311名／複数回答

お出かけ・旅行の内訳について複数回答で尋ねました。

昨年と比較すると、「海外旅行」は5.1％で昨年よりも2.3ポイント回復、「国内旅行（泊り）」は65.0％で横ばいでした。「国内旅行（日

帰り）」は38.3％、「近場のお出かけ」は40.5％で、ともに約5ポイント減少しました。

新型コロナウイルスの感染拡大によって行動制限があった昨年は、国内での旅行やお出かけを組み合わせて“ちょこちょこと”楽しむ傾向

だったの対し、今年は海外旅行を含む、“まとまった”旅行・お出かけを楽しむ傾向と言えそうです。
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【引用・転載について】
当レポートの著作権は、株式会社マクロミルが保有します。
引用・転載される際は、以下の禁止・ご注意事項をご確認のうえ、「株式会社マクロミル調べ」と出典を明記してご利用ください。

※禁止事項
当レポートに掲載された内容の一部または全部を改変して引用・転載することは禁止いたします。また、商品・サービスの広告における利
用もご遠慮ください。また、営業・販売を目的とした資料や制作物への引用・転載をご希望される場合は、事前に必ずご相談ください。

※免責事項
転載・引用されたことにより、利用者または第三者に損害その他トラブルが発生した場合、当社は一切その責任を負いません。

【お問い合わせ先 】

株式会社マクロミル コーポレートコミュニケーション・IR本部 広報担当

TEL：03-6716-0707 MAIL: press@macromill.com

URL: https://www.macromill.com

夏場の屋外におけるマスク着用意向
ベース：会社員1,000名／単一回答

5. 夏場の屋外でのマスク、「外したくても外せない」が5割強。熱中症リスクに懸念

お出かけや・旅行が増える中、新型コロナウイルス感染予防

対策として、“夏場のマスク着用”についてはどのように考え

ているのでしょうか。屋外での着用について尋ねました。

屋外では「外そうと思う」が29.7％、「外したいが、他人の

目が気になり外せないと思う」が34.1％、「外したいが、コ

ロナ感染の不安があり外せないと思う」が21.3％、「絶対に

外さないと思う」が14.9％でした。

厚生労働省は、熱中症防止の観点から、屋外でマスクの必要

のない場面ではマスクを外すことを推奨すると発表していま

すが、“外したくても外せない”人が55.4％もいることが分か

りました。

■調査概要『会社員の夏休みに関する定点調査（2022年版）』

調査主体：マクロミル

調査方法：インターネットリサーチ

調査対象：全国20歳～59歳の会社員（マクロミルモニタ会員）

割付方法：総務省 労働力調査雇用形態別雇用者数による、性年代別の正規雇用者の構成比にあわせて割付／合計1,000サンプル

調査期間：2022年6月17日（金）～2022年6月20日（月）

▼データグラフ集のダウンロード方法

この他の、すべての調査結果のデータグラフ集を無料でダウンロードいただけます。

下記URLにアクセスし、目次の「データグラフ集のダウンロード方法」からご確認ください。

https://note.com/macromill/n/n6a1e2b0949ee

『マクロミル公式note』のご紹介

「データ」から見える社会トレンド、会社の取り組みや 働き方やなど様々な情報を発信しています。

https://note.com/macromill
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